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自分もみんなも明るく、うれしく、よかったね 第１５５号

新 井 中 央 小 だ よ り
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平成２５年 ２月２２日

協力すれば、何かが変わる 教頭 宮澤 忠明

まだまだ寒い日が続くとはいえ、春の日差しを感じられるようになりました。今年は、比較

的穏やかな降雪で、登下校もスムーズでした。保護者、地域の皆様におかれましては、子ども

たちの見守り、いつもありがとうございました。気が付けば、今年度も残り一か月となり、教

育活動のまとめをしながら、新年度の準備を始めています。暖かい春が本当に待ち遠しいです

が、よろしくお願いいたします。

さて、新年よりテレビや新聞等で政治政策「三本の矢」の報道がよく出てきますが、皆さん

は本当の逸話を聞いたことがありますか。私は、小学校の時に全校朝会で聞きましたがこのよ

うな話だったと思います。

毛利元就と三本の矢

毛利元就は、三人の息子達を集め、一本の矢を取り出してこう言った。

「一本の矢を折ろうとすれば、たやすく折れてしまう。」と。

そして今度は、三本の矢を束ねてこう言った。

「しかし、三本の矢を束ねると、折ろうとしても、たやすく折る事はできない。」と。

「もし、お前達兄弟が、協力することをしなかったならば、毛利家は倒れるであろう。

しかし、この三本の矢のように、兄弟三人が力を合わせれば、毛利家が倒れる事はないで

あろう。」と・・・。

これが、有名な「毛利元就と三本の矢」のエピソードです。実は、後で作られた作り話で、

話の原典は、中国の故事とも、イソップ物語とも言われています。

ただ、全く根拠のない作り話というのではなく、毛利元就が息子に宛てて、兄弟力を合わせ

るよう説いた書状があったことから、脚色されたのだと考えられているそうです。

この逸話のように、今も昔も仲間と協力することで、人はいろいろな困難を乗り越えてきま

した。これは、学級、学年の中でも、家庭でも同じだと思います。力を合わせ、目標に向かっ

て協力すれば何かが変わります。

当校の合い言葉「自分もみんなも 明るく、うれしく、よかったね」の言葉の中には、相手

を理解し、思いやり、協力することの願いが込められています。残り一か月となりましたが、

一人一人が成長を実感し、中学校や新しい学年でも力を発揮できるよう、まとめをしっかり行

いたいと思います。保護者の皆様、地域の皆様の御支援御協力をよろしくお願いいたします。
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たくさん滑ったスキー

今年は、昨年のような大雪になることもなく予定通り全学年でスキー学習を行うことができ

ました。低学年は、グラウンドで行いました。最初は、おそるおそる滑っていましたが、慣れ

てくると自分の力に合わせて滑ることができました。毎年、継続してスキー学習を行うことで、

力が伸びることを改めて確認しました。スキー学習にボランティアとして御協力いただきまし

た保護者の皆様、ありがとうございました。

【１年生 やっぱり雪の上は思うようにいきません】 【２年生 髙澤前校長先生に教えてもらいました】

【６年生 最後のスキー教室、たくさん滑りました】 【４年生 お昼はカレー、おいしかったよ】

マーチング移杖式を行いました

２月19日(火)のフリー参観日に、移杖式が行

われました。運動会をはじめ、あらい祭りや文

化祭、市音楽発表会などで演奏してきた６年生

ひまわり学年から、５年生げんき学年にマーチ

ングバンドの伝統が引き継がれました。

５年生は、11月中旬より６年生に教えてもら

ってきた校歌を立派に演奏し、全校児童や保護

者から大きな拍手をいただきました。
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第２回学校評議員会を行いました

２月15日(金)、５限の授業参観後、今年度の

学校評価の結果や子どもの様子について説明、

協議を行いました。また、新年度より準備を進

める予定の「新井中央小学校区コミュニティ・

スクール」について説明いたしました。これは、

学校と保護者や地域のみなさんと共に知恵を出

し合い、一緒に協働しながら子どもたちの豊か

な成長を支えていく「地域と共にある学校づく

り」を目指すものです。新井中央小学校、統合

こども園、放課後児童クラブ、わくわくランドあらいとの連携した取組を進めたいと考えてい

ます。協議では、次のようなお話がありました。

・家では、家庭学習ノートを活用して、テレビやゲームなどのメディア・コントロールをし

ている。

・朝と放課後のパワーアップ教室の取組は素晴らしい。何年も続けているので、いろいろな

工夫がされている。

・地域で、県の事業を活用し、子どもたちから高齢者まで一緒に、サツマイモ栽培や花の栽

培などを計画している。子どもたちや保護者の方の積極的な参加を呼びかけていきたい。

・恵まれている地域とのつながりや地域資源を一層生かしていきたい。そのために、３園で

かかわる事業、幼保の連携、学校との連携を進めていきたい。

いただいた御意見や御提言をもとに、今後、そして、来年度の教育活動、学校づくりに生か

していきたいと思います。

４月が待ち遠しい、５９人の新入生

２月14日（木）に移行学級が行われ、４月に入学する59名の子どもたちがおうちの方と一緒

に来校しました。おうちの方は入学に当たっての説明会があるため、子どもたちはおうちの方

と別れて１年生との交流会に参加しました。ちょっぴり心配な様子も見えましたが、１年生が

優しく迎えてくれ、あっという間に元気を取り戻

していました。

この日のために、１年生は、プログラムを考え、

準備をしてきました。学校を紹介する絵を班で描

いて分担して読む練習をしたり、プレゼントやお

楽しみ活動で作る「ひっくりかえる」を作ったり

と、一生懸命に取り組みました。

当日は、堂々とした司会の進行で、自己紹介、

校歌紹介、学校紹介、お楽しみ活動と、計画どお

りプログラムが進み、喜んでもらいました。
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東日本大震災からまもなく２年

もうすぐ３月１１日を迎えます。震災以後、様々な取組を行ってきました。新井中央小学校

でも、教育委員会の指導の下に各種（地震、火災、不審者侵入、風水害大雪等、原子力発電所

事故）の防災マニュアルの見直しを行ったほか、児童・職員の意識を高め、安全に避難が でき

るよう、毎月、放送避難訓練を行ってきました。

また、平成25年度より「新潟県防災教育プログラム津波災害編」の資料をもとに、津波に

対しての学習も行います。学校にいる場合は、津波は関係ないと思われるかもしれませんが、

休日や学校の活動で海のそばに行くことがあります。日本は海に囲まれた国なので、知識とし

て確実にどうすれば命を守ることができるのか理解しておく必要があります。

３月になるとテレビ、新聞等でも取り上げられると思いますが、御家庭でもぜひ話題にして

ください。

妙高市の共通理解事項

○市内最大震度「５強」以上の場合は、臨時休校。

○市内最大震度「５弱」の場合は、自宅待機。

これからの主な予定

２月２７日（水）なかよしランチ、なかよし遊び

２８日（木）全校ＳＳＥ

３月 １日（金）卒業式練習

４日（月）６年生を送る会 10:30～11:20

７日（水）地域子ども会（１限）、学習参観、ＰＴＡ総会、学年懇談会

※今年度、最後の学習参観になります。また、１、３、５年生のPTA役員も決めま

すので御都合をつけられ、皆様の御来校よろしくお願いいたします。

１１日（月）～１５日（金）全校５限終了後 15:00 下校

１２日（火）卒業式練習、６年生新井中学校体験入学

１３日（水）委員会活動引き継ぎ

１４日（木）全校朝会

１５日（金）卒業式予行練習、期末大清掃(１９日まで)

１９日（火）給食最終日、PTA奉仕作業 13:45～15:15

２１日（木）終業式、卒業式前日準備（５年生下校15:00、他の学年は11:45下校）

２２日（金）第２２回卒業式 9:15～10:35

２５日（月）学年末休業～４月７日（日）まで

２６日（火）離任式（通常通り登校、10:00下校）

※４月５日（金）新年度準備（新６年生登校）

８日（月）新任式、始業式、入学式
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